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寒 冷 地 に お け る 半 緑 化 ウ ドの 不 時 出 荷 技 術
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1)植え付け期 4月下旬

宿根野菜の促成栽培は,根株養成に広大な畑地を必要と    2)栽 植様式 うね幅 120m 株間 50m(166株/a)

すること,夏の日温度隔差の大きい気象条件が根株の充実    3)施 肥量 稲わら堆肥 200kg/a 重焼りん 10kg/a

に有利であること,低温低日照のため冬期遊休化している      基肥 N:P206:K20‐07:20:07
雨よけハウスなど簡易園芸施設を伏込みに利用できること,      追肥 N:P20`:K,0‐ 13:03:13
冬期農業就労の場のない労力を活用できることなど,東北   に)軟白資材 モミガラ

地方の立地条件に適合し,有利性を発揮するものと期待さ   5)区 制・面積 2区制 。1区30ご

れている。このため本県でも,1988年 度より,宿根野菜の

根株養成と不時出荷技術の確立のための試験を行なってき
3 試験結果及び考察

た。本研究はその一環として行なわれたもので,優良根株   (D 植え付け時期・種株重と被覆資材

の生産を図るため,植え付け時期・種株重とマルチ資材,   植え付け時期が 5月 になると,欠株率が増加するため
,

栽植様式,及び施肥法を検討したものである。

2試 験 方 法

0)試験区の構成

1)植え付け時期・種株重と被覆資材 (1989年度)

a 植え付け時 ① 4月 25日 ② 5月 5日 ③5月 15日

b 種株重 ①5008②250g

C マルチ資材 ①無マルチ ②黒ポリ③透明ポリ

(マ ルチ期間 全生育期間)

2)植え付け時期・種株重と被覆資材 (1991年度)

a 植え付け時 4月 25日

d種 株 重 250g

b マルチ資材 ①無マルチ ②黒ポリ

C 被覆期間 ①植え付け～6月 17日 ②植え付け～

7月 17日 ③全生育期間

3)栽植様式 (条間cm―株間cn)

①120-50② 120-65 ③140-35④ 140-50

4)施肥法

a 堆肥施用量 (kg/a) 400 200
b 窒素施用量 (基肥kg/a十追肥kg/a× 2)

①15+05× 2 ②15+025× 2 ③10+05× 2

④05+075× 2⑤05+05× 2

2)供試品種 愛知坊主

0)耕種概要 (各試験において,試験区として設定 した

表 1 植付期・種株重・被覆資材と株生育および軟化
茎収量
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根株収量が低下する。この傾向は2508の 種株を供試 した

場合,特に著しい。種株重は500gと した方が,収穫され

る根株の重量はより大きくなるが,供試した種株に対する

収穫された根株の重量の比率は,2508の 種株を供試 した

方が高かった。黒ポリマルチは根株重を増大させる効果が

高く,そ の効果は植え付け時期が早いほど,ま た,500g
より250gの種株を供試 した方が高かった。 しか し,黒 ポ

リマルチの被覆期間による生育の差異は明瞭でなかった。

透明ポリマルチを使用すると根株重は低下 し,欠株も増大

させるため,根株収量は低くなった。伏込みに使う根株重

が重いほど,収穫される軟化茎の収量は高かった。

2)栽植様式

表2 栽植様式と根株生育,軟化茎収量

融

側酔
劉
い 剛い

重
＞

鰍
俺

矢鮮
(%) 齢帳［

雛嘩鯵

１
９
８
９
年

度

15

15

10

05

05

05× 2

025× 2

06× 2

075× 2

05× 2

990

977

1,004

995

999

117

00

100

100

00

1454

162 9

1505

1489

1666

864

∞ 0

878

825

758

15

15

10

05

05

05× 2

025× 2

05× 2

075× 2

05 X2

“

８７

９２

９２

９７

50

100

67

67

50

1406

1302

1486

1416

1534

942

735

92 5

886

879

１

９

９

０

年

度

15

15

10

05

05

05 ×2

025× 2

05× 2

075× 2

05× 2

1344

1,423

1.333

1,477

1,369

2128

2135

2110

2216

2167

1163

1073

1298

1209

1043

2∞

15

15

10

06

05

05× 2

025× 2

05× 2

075× 2

05× 2

1,340

1,493

1,456

1,468

1,390

150

100

50

100

00

1898

2240

2305

2202

2316

904

1314

13113

1041

1045

表3 施肥法と根株生育,軟化茎収量

には,今回の試験の変異幅では,明瞭な傾向は認められな

かった。一方圃場が熟畑化したニンニク跡地であった1991

年度の結果では,堆肥施用量,窒素施用量の双方について
.

根株,軟化茎収量との間に明瞭

`関

係は認められなかった。

4 ま と め

以上の結果より,根株養成栽培は以下のような体系が適

当であると考えられる。

根株の植え付け時期は4月 中～下旬,種株重は250g程

度とし,黒ポリマルチを使用する。黒ポリマルチの期間は
,

根株の掘取り時期までとする。

栽植距離は,う ね幅120m,株間65cm(130株 /a)程度 と

するのが適しているものと考えられた。

施肥体系は,あ まり肥沃でない畑地では,堆肥施用量を

400kg/a程度 した方が増収するが,肥沃な畑地では200kg

/a程度で十分であると考えられる。窒素施用量は試験区

の変異幅では,根株収量に大きな差は生じなかった。基肥

は1 0kg/a,追 肥は1 0kg/a程 度を6月 中旬及び7月 中旬

の 2回 ,等量に分施すれば 卜分であると考えられる。
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最も密植である140-35区では欠株がやや高率に発生 し

たが,萌芽の遅れた株が他の生育旺盛な株の茎葉に隠れ
,

生育伸長できなかったものとみられた。枯葉期に入る前の

生育を見ると,密植区では節間が伸びて節数が少なく,疎

檀区は分枝が多くなり最大葉も大きくなる傾向が見られた。

面積当たりの根株収量は最も密植の140-35区 が最大であっ

たが, 1株当た りの株重や芽数 は120-65区 が最大で

あった。

各区の平均的な株20株を伏込んだところ,軟化茎収量は

120-65区 ,140-50区 ,120-50区 ,140-35区 の順で,伏

込んだ根株の株重や芽数の多い疎植区ほど収穫味数も多く,

収量も高い傾向であった。軟化茎の収量を栽植株数をもと

に根株養成面積当たりに換算すると,120-65区 が最 も高

くなった。

6)施肥法

肥沃度のあまり高くない,畑作物跡地に作付けした1989

年度の結果では,根株収量は堆肥400kg/a施用区が,200kg

/a施用区を上回った。しかし窒素施用量と根株収量の間
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